Effect of extracorporeal shock wave lithotripsy on renal function-an experience with the new type piezoelectric lithotripter, Therasonic by 影山, 幸雄 et al.
Title体外衝撃波の腎機能への影響 - 圧電式結石破砕装置THERASONICでの経験 -
Author(s)
影山, 幸雄; 楠山, 弘之; 呂, 延偉; 永島, 弘登史; 加瀬, 浩史;
荒木, 重人; 保母, 光俊; 伊藤, 浩紀; 中村, 浩二; 加藤, 幹雄;
岡田, 耕市; 吉田, 健; 沼, 秀親




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
泌 尿紀 要35:1403-1407,1990 1403
体外衝撃波の腎機能への影響
一 圧電 式結石破 砕装 置THERASONICで の経験一
埼玉医科大学泌尿器科学教室(主任=岡田耕市教授)
影山 幸雄,楠 山 弘之,呂 延偉,永 島弘登史
加瀬 浩史,荒木 重人,保母 光俊,伊藤 浩紀
中村 浩二,加 藤 幹雄,岡 田 耕市
春日部秀和病院泌尿器科(部長:沼 秀親)
吉田 健,沼 秀親
EFFECT OF EXTRACORPOREAL SHOCK WAVE LITHOTRIPSY 
ON RENAL FUNCTION—AN EXPERIENCE WITH THE NEW 
  TYPE PIEZOELECTRIC LITHOTRIPTER, THERASONIC
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 Mitsutoshi Hobo, Hiroki Itoh, Koji Nakamura, 
        Mikio Katoh and Koichi Okada
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   Seventeen patients with renal stones and 17 patients with ureteral stones were treated using 
the newly developed piezoelectric shock wave lithotripter, THERASONIC. To determine the 
effect of shock wave on renal function, urinary N-acetyl-,S-D-glucosaminidase (NAG) activity, 
urinary S 2 microglobulin (BMG) concentration, serum BMG concentration and creatinine 
clearance (Ccr) were measured. Urinary NAG activity and urinary BMG concentration in renal 
stone patients were significantly elevated immediately after the treatment and returned to the 
pretreatment value within 24 hours. Neither serum BMG nor Ccr showed significant change in 
any of the patients. Therefore, we conclude that the renal tubular damage, which is transient 
and subtle, is the effect of shock wave lithotripsy using THERASONIC machine. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 36: 1403-1407,1990) 
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波 の影 響,ま た 短 期,長 期 の合 併症 な ど,ま だ 十 分解
明され て い ない 部 分 も多 い.わ れ われ は1989年6月よ
り新型 圧電 式 体外 衝撃 波 結 石 破砕 装 置 セ ラ ソ ニ ッ ク
(ダイ ア ソニ ック社,米 国)を 用 い た 尿 路 結 石 症 の臨
床 治験 を開 始 し,そ の成 績 に つ いて はす でに 別 の機 会
に 報告 した1).こ こ では 尿 中N-acetyl一β一D-glucos-
aminidase(NAG)活性,尿 中 β2-microglobulin
(BMG)濃 度,血 中BMG濃 度,ク レアチ ニ ン ク リ

































































































































(me狐±SD,n・・3)で あ り,ま た 後者 では それ ぞれ
9.46±4.61Ulg・crcatinine(mean±SD,n=7)、433
±392μg/1(mean±SD,n=6)で,総衝 撃 波 数 が 多
い 群 にお い て尿 中NAGindex,尿 中BMG濃 度 が
高 い傾 向 が認 め られ た が,統 計学 的 に は有 意 差 とは な
らなか った,衝 撃 波 の 出力 を90%以下 で 治療 した群 と
100%で治 療 した 群 に分 け る と 尿 中NAGindex,
BMG濃 度 は 前者 では それ ぞ れ6・70±5」2U/g・crea-
tinine(mean±SD,n=7),215±35μg/1(mean±
SD,n=2)であ り,ま た 後者 では それ ぞれ941±4.61
(mean±SD,n=5)で,NAGindex,BMG濃度 と
もに 出力 の 強 い群 で 高 い傾 向 が認 め られ た が,有 意 差
は な か った.衝 撃 波 の発 射 頻 度 に つい て は2～3pps
で 治 療 を 行 った 群 と5ppsで 治 療 を 行 っ た 群 の2
群に 分 け る と,尿 中NAGindex,BMG濃 度 は 前者
では そ れ ぞ れ8.48±L65u/9・creatinine(mean±
SD,n=4),294±152μg/l(mean±SD,n=4),また
後 者 で はそれ ぞれ7.24±5.87u/9・creatinine(mean
±SD,n=7),533±466μg/l(mean±SD,n=4)で
あ り,BMG濃 度 は発 射 頻 度 の 高 い群 で,ま たNAG
indexは発 射頻 度 の 低 い群 で やや 高 値 を示 した が,有
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